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問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
課
こ
ど
も
相
談
係　

☎
㉓
１
３
１
１

与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す

る
、
重
い
病
気
に
な
っ
て
も
病

院
に
連
れ
て
行
か
な
い
、
自
動

車
の
中
に
放
置
す
る
、
同
居
人

に
よ
る
虐
待
を
保
護
者
が
放
置

す
る　

な
ど

心
理
的
虐
待

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
や

拒
否
的
な
態
度
を
と
る
、
き
ょ

う
だ
い
間
で
の
差
別
的
扱
い
、

子
ど
も
の
前
で
家
族
に
対
し
て

暴
力
を
ふ
る
う（
Ｄ
Ｖ
）　

な
ど

　

平
成
28
年
度
、
全
国
の
児
童

相
談
所
が
児
童
虐
待
相
談
と
し

て
対
応
し
た
件
数
は
速
報
値
で

１
２
２
、５
７
８
件
。
平
成
２

年
度
の
集
計
開
始
以
来
、
増
加

を
続
け
て
お
り
、
過
去
最
高
を

更
新
し
ま
し
た
。

児
童
虐
待
と
は

　

親
ま
た
は
親
に
代
わ
る
保
護

者
が
子
ど
も
に
対
し
、
次
の
行

為
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す

（
こ
れ
ら
の
行
為
は
保
護
者
の

意
向
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も

の
視
点
で
判
断
し
ま
す
）。

身
体
的
虐
待

　

殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、
投
げ

落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、

や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ

せ
る
、
戸
外
に
閉
め
出
す　

な

ど性
的
虐
待

　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
を
見

せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被

写
体
に
す
る　

な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト

　

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を

　

虐
待
は
子
ど
も
の
心
身
の
成
長
や
人
格
形
成
に
重
大
な
影
響

を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
次
の
世
代
に
引
き
継
が
れ
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

虐
待
か
も
?!
と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず
連
絡
＆
地
域
で
の
支
援

○
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。
連
絡
者
や
連
絡
内

　

容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

○
連
絡
し
た
情
報
が
間
違
い
で
あ
っ
て
も
、
連
絡
者
が
罰
せ
ら

　

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
あ
な
た
の
連
絡
・
相
談
が
子
ど
も
を
守
る
と
と
も
に
、
子
育

　

て
に
悩
む
保
護
者
を
支
援
す
る
た
め
の
大
き
な
一
歩
と
な
り

　

ま
す
。

◆伊佐市トータルサポートセンター
　☎㉙５５１１  （平日９時～ 17 時 15 分）
◆こども課
　☎㉓１３１１（市役所代表・随時対応）
◆鹿児島県中央児童相談所
　☎０９９・２６４・３００３（24 時間）
◆児童相談所全国共通ダイヤル
　１８９番（24 時間）
　※お近くの児童相談所につながります。

連絡・相談窓口

子どもや保護者のこんなサインを
見落としていませんか？
子どもについて

保護者について

 ・いつも子どもの泣き叫ぶ声や
　保護者の怒鳴り声がする
 ・不自然な傷や打撲のあとがある
 ・衣類やからだがいつもよごれている
 ・落ち着きなく乱暴である
 ・表情が乏しい、活気がない

 ・地域などと交流が少なく孤立している
 ・小さい子どもを家においたまま外出している
 ・子どもの養育に関して拒否的、無関心である
 ・子どものけがについて不自然な説明をする

児童虐待は
社会全体で解決すべき問題です



五
目
煮
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レ シ ピ

落花生の五目煮

〈作り方〉　
①落花生は一晩水につけ、茹でる。
②こんにゃく・にんじん・油揚げは小さめの 
　短冊に切り、ごぼうはささがきにして水に
　さらしておく。
③きくらげは熱湯をかけて、にんじん位の大
　きさに切る。
④鍋に①～③・だし汁を入れて煮、途中でＡ
　を加え煮込む。

生
Vol.85

「煮豆の定番おかず」

〈材　料〉（４人分）
落花生　　100g
こんにゃく　1/4 丁
にんじん　50g
ごぼう　　40g
きくらげ　3g
油揚げ　　10g　 　　　だし汁　1/3 カップ

砂糖　　大さじ１と 1/2
薄口醤油　大さじ１
酒　　　大さじ１
みりん　大さじ 1/3

　

９
月
30
日
、
伊
佐
市

女
性
消
防
団
が
県
代
表

と
し
て
出
場
し
た
『
第

23
回
全
国
女
性
消
防
操

法
大
会
（
秋
田
県
・
こ

ま
ち
ス
タ
ジ
ア
ム
）』に
、

兵
庫
県
か
ら
の
派
遣
職

員
と
地
元
南
三
陸
の
職

員
を
連
れ
て
応
援
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

当
日
は
前
日
か
ら
雨
が
降
り
、

開
会
式
を
迎
え
る
頃
に
は
雷
を

伴
っ
た
大
雨
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
普
段
着
で
傘
を
差
し
、

冷
た
い
だ
の
靴
が
濡
れ
た
だ
の

と
話
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
女

性
団
員
の
皆
さ
ん
は
雨
の
中
開

会
式
を
終
え
、
各
自
自
分
た
ち

の
出
番
に
備
え
走
り
回
っ
て
い

ま
し
た
。
雨
が
小
降
り
に
な
り
、

や
っ
と
競
技
が
始
ま
り
ま
し
た
。

女
性
団
員
の
競
技
を
初
め
て
見

て
、
心
か
ら
〝
カ
ッ
コ
イ
イ
〟

と
思
い
ま
し
た
。

　

成
績
は
入
賞
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
失
敗
を
し
て
悔

み
泣
い
て
い
る
団
員
が
い
た
り
、

そ
れ
を
慰
め
る
団
員
が
い
た
り

で
、
本
当
に
お
互
い
が
お
互
い

を
支
え
あ
い
、
素
晴
ら
し
い

チ
ー
ム
で
し
た
。
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
の
時
間
を
削
り
、
暑
い
日
の

練
習
も
乗
り
越
え
、
先
輩
が
後

輩
を
支
え
、
後
輩
の
頑
張
り
を

見
て
先
輩
が
感
化
さ
れ
る
。
ま

さ
に
切
磋
琢
磨
し
て
勝
ち
取
っ

た
全
国
の
舞
台
。
そ
の
ひ
た
む

き
な
努
力
は
、
間
近
で
見
た
私

た
ち
に
感
動
と
な
っ
て
伝
わ
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
自
分
の
町
は
出

場
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

応
援
に
来
て
い
る
東
北
各
地
の

団
員
の
姿
も
あ
り
、
こ
れ
が
共

助
の
精
神
で
あ
る
と
改
め
て
感

じ
た
一
日
で
し
た
。

　
　
　
（
柏
木
聡
司
）

Ａ

　
　

　 　
車で3時間

　
　

　　
感動

　
　

　あ
りがとう
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎㉒０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎㉖３０００

【今月の新刊本（抜粋）】

※市ホームページの新刊案内で上記以外の本も紹介しています。

　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童

　小学６年生の悠介は、
３年前に北京で知り合っ
たミンミンという中国人
女性が日本にくることを
知る。まっすぐな性格の
ミンミンに振り回される
悠介だったが…。国境を
越えた２人の絆をやさし
く描く。
　所蔵館：両館

　西南戦争で西郷隆盛
の首を発見した陸軍軍
人・千田文次郎と、大
久保利通を暗殺した島
田一郎。異なる道を歩
んだ元加賀藩士２人の
友情と生き様から「維
新」と「武士の世の終
わり」を描く。
　所蔵館：両館

西郷の首　伊東潤

（出版：偕成社）

一  般

（出版：KADOKAWA）

まっすぐな地平線　森島いずみ

【　児　童　】 所蔵館
やもじろうとはりきち 降矢なな 両館
発明家になった女の子マッティ エミリー・アーノルド・マッカリー 両館

【　一　般　】 所蔵館
愛のかたち 岸惠子 両館
踊る星座 青山七恵 両館

【イベント情報】
ブックスタート
日　時　11 月 14 日（火）4 か月健診時
場　所　まごし館
内　容　赤ちゃんと保護者へ絵本等プレゼント
大人のためのおはなし会（大人向けメルヘンひろば） 
日　時　11 月 25 日（土） 10:00 ～ 10:40 
場　所　大口ふれあいセンター１階和室 
内　容　図書館ボランティアによる大人向けおはなし会

ふれあいメルヘンひろば
日　時　11 月 25 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティアによる大型絵本や紙芝居の読み聞かせ

【大口図書館古本市】
期　間　11 月 10 日（金）～ 17 日（金）
場　所　大口ふれあいセンター１階

※ 10 月 15 日号 4 ページでは 18 日と掲載しましたが変更になりました。

○

【11 月の図書館カレンダー】
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

図書館
  キャラクター

さ
く
ら

いさと

伊
佐
図

本の福袋

読書週間限定　11 月９日まで

【図書館へ献本】
岡田　哲也さん　（出水市）
末冨　小楯さん　（神奈川県）
泊　善三郎さん　（埼玉県）

○
○
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１
１
０
番
だ
よ
り

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

長
寿
介
護
課
地
域
包
括
支
援
係　

☎
㉓
２
３
７
７

　

11
月
11
日
は
「
介
護
の
日
」
で
す
。

介
護
関
係
者
へ
の
支
援
や
地
域
社
会
に

お
け
る
支
え
合
い
・
交
流
を
促
進
し
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
等
の
介
護
に
関
し

て
啓
発
し
ま
す
。
ま
た
、
４
日
～
17
日

は
、
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
福
祉
人
材
の
確
保
・
定

着
を
図
る
「
福
祉
人
材
確
保
重
点
実
施

期
間
」
で
す
。

「
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
と
し
て
活

動
し
ま
す
」

　

10
月
か
ら
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

が
活
動
し
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
人
を

支
え
る
に
は
介
護
予
防
や
生
活
支
援
等

が
必
要
で
す
。
市
と
協
働
し
て
認
知
症

の
人
や
そ
の
家
族
を
地
域
で
支
え
る
た

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る
「
人
生
の
年
輪
」

「
11
月 

11
日
、
毎
日
あ
っ
た
か
介
護
あ
り
が
と
う
」

い　

い　

日

い　

い　

日

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

11
月
の
対
象
活
動

○
大
腸
が
ん
検
診
、
健
康
相
談
、

　

元
気
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
忠
元

め
の
支
援
体
制
づ
く
り
、
認
知
症
に
関

す
る
相
談
に
つ
い
て
お
受
け
し
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
認
知
症
に

関
す
る
ご
相
談
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
。

大
口
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉓
２
３
７
７

菱
刈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉖
１
３
０
７

認知症について理解を
深め、皆で支え合える
地域づくりに取り組ん
でいきます。

添
田
一
二
美
さ
ん
（
大
口
地
域
担
当
）

認知症の人や家族の相
談に応じて必要な医療、
介護サービスの利用を
サポートします。

寺
床
小
百
合
さ
ん
（
菱
刈
地
域
担
当
）

狩
猟
期
間
中
の
事
故
防
止

狩
猟
期
間

▽
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
イ
ノ
シ
シ

　

11
月
１
日
（
水
）
～
平
成
30
年
３
月

　

15
日
（
木
）

▽
そ
れ
以
外
の
狩
猟
鳥
獣

　

11
月
15
日
（
水
）
～
平
成
30
年
２
月

　

15
日
（
木
）

　

県
で
は
、
昨
年
度
の
狩
猟
期
に
誤
射

に
よ
る
人
身
事
故
や
違
反
が
発
生
し
て

い
ま
す
（
全
国
で
は
、
死
亡
事
故
２
件

を
含
む
10
件
の
人
身
事
故
が
発
生
）。

　

狩
猟
期
を
安
全
で
楽
し
く
過
ご
す
た

め
に
次
の
こ
と
を
守
り
、
狩
猟
事
故
や

違
反
、
猟
銃
等
の
盗
難
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

猟
場
に
お
け
る
狩
猟
事
故
防
止
の
基
本

◉
矢
先
の
確
認

◉
獲
物
の
確
認

◉
脱
包
の
励
行
（
暴
発
防
止
）

銃
砲
の
保
管
管
理
の
徹
底

○
銃
は
常
に
自
分
の
管
理
下
に
置
く

 

・
基
準
に
合
っ
た
ガ
ン
ロ
ッ
カ
ー
に
入

　

れ
、
確
実
に
施
錠
し
て
保
管
す
る
。

　

鍵
は
、
必
ず
自
分
で
管
理
す
る
。

 

・
分
解
可
能
な
銃
は
、
必
ず
分
解
し
て

　

保
管
す
る
。

 

・
銃
を
銃
置
き
場
等
に
置
い
た
時
は
、

　

必
ず
自
分
で
監
視
す
る
。

○
車
内
に
銃
を
放
置
し
な
い

 
・
特
に
裸
銃
の
ま
ま
、
ま
た
は
弾
を
装

　

填
し
た
ま
ま
放
置
し
な
い
。

○
狩
猟
後
は
ま
っ
す
ぐ
帰
宅
し
、
帰
宅

　

後
、
直
ち
に
銃
を
ガ
ン
ロ
ツ
カ
ー
に

　

保
管

○
飲
酒
後
は
銃
の
手
入
れ
、
調
整
等
を

　

絶
対
に
し
な
い

○
銃
と
弾
（
実
包
・
空
包
ま
た
は
金
属

　

性
弾
丸
）
は
別
々
に
保
管

 

・
施
錠
設
備
の
あ
る
専
用
保
管
庫
に
保

　

管
し
、
鍵
は
自
分
で
管
理
す
る
。

 

・
弾
の
出
し
入
れ
の
際
は
、
そ
の
都
度
、

　

確
実
に
帳
簿
に
記
載
す
る
。

　

銃
の
危
険
性
を
十
分
に
確
認
し
、
猟

銃
事
故
の
防
止
を
社
会
的
責
任
と
自
覚

し
て
、
銃
の
取
扱
い
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。


